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営業成績について 
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  18/2月期 
第2四半期  

前年同期比  前年同期差  営業収益比 前年同期差 

  営業収益  51,339 94.4% △3,066 - - 

  売上総利益  23,850 92.6％ △1,904 46.5 △0.8 

  営業利益  1,487 44.4％ △1,846 2.9 △3.2 

  経常利益  1,499 44.8% △1,849 2.9 △3.3 

  四半期純利益  630 34.3％ △1,207 1.2 △2.2 

  1株当たり四半期純利益 14.82円/株  -  28.40円減 - - 

■売上総利益率は46.5％で前年同期比0.8ポ゗ント減 

■販管費は前年同期より58百万円減、売歩賃料及びLED化による削減 

単位：百万円 
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荒利益率ダウン 
0.8ポイントよる 

経費コントロール
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2018年2月期第2四半期総括 
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■婦人靴及び紳士靴の売上が前年を大きく下回った 

■PB構成比前年比5.9ポ゗ント減による荒利率の低下 

0 

+ 



営業利益・当期利益の推移（過去5カ年の推移） 
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出店の実施 
出店24店舗、退店17店舗実施、純増7店舗 
期末店舗数887店 

ゕスビー、グリーンボックスの
売場改革 

改装27店舗実施（うち大型改装13店舗） 
ゕスビー売場ニューフォーマットを展開 
ゕスビー大牟田店 前年同期比108％ ゕスビー四日市北店 同107％ 

幸手新物流センターの稼働 
中国物流拠点の一元化 

2017年6月に埼玉県幸手市の新物流センター稼働 
中国の物流拠点も上海へ一元化 

新会社の設立 
高級紳士靴の販売事業を取得 2017年5月1日に子会社 
となる株式会社プレステージシューズ設立 

株主還元 
株主優待制度の変更→2017年8月31日を基準日とする 
ものから、株主優待券の贈呈回数を年2回に変更 

2018年2月期 第2四半期トピックス 

幸手物流センター ゕスビー四日市北店 
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主な減収減益要因 

婦人紳士の大幅昨年割れによる売上の不足 

機能価値商品開発の遅れによる一点単価の低下 

売上総利益率の低下： 
PB商品の開発遅れによるPB売上構成比の低下  
婦人靴・紳士靴の売上低下による部門構成比の変化 

伸長マーケット： 
① Eコマースの取り組みの遅れ 

② フゔッショントレンドの対応の遅れ 

2018年2月期 第2四半期 減収減益要因  

■売上高前年同期比94.4% 既存店前年同期比93.4％ 

■売上総利益率46.5％ 前年同期47.3% 前年同期差▲0.8ポ゗ント 
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売上総利益率の低下： 
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18/2月期第2四半期 婦人靴 紳士靴 スポーツ靴 子供靴 その他 

売上高 
前年同期比 

86.1 88.0 100.6 100.2 93.0 

単位：百万円 



部門別の実績（2018年2月期第2四半期） 

8 

31.3% 

8.0% 

25.8% 

17.7% 

16.3% 

25.8% 

18.8% 

31.2% 29.5% 

8.0% 

27.4% 

17.7% 

27.9% 

17.4% 

29.3% 

17.7% 

25.2% 

7.2% 

18.8% 

31.9% 

16.9% 

■客数対策として価格政策を先行、並行する機能価値商品開発が遅れ単価下落 
■成長軸であるスポーツの鈍化、トレンド変化への対応遅れ 

売上高 一点単価 

前年同期比 構成比 増減 前年同期比 

婦人靴 86.1 23.2 △2.2 96.5 

紳士靴 88.0 14.7 △1.1 99.3 

スポーツ靴 100.6 35.1 2.2 98.9 

子供靴 100.2 20.7 1.2 103.4 

その他 93.0 6.3 △0.1 92.5 

合計 94.4 100 - 98.5 



PB商品の推移 
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売上総利益率 

■PB構成比は今期26.8％（前年比5.9ポ゗ント減） 

■PB荒利率の改善（前年比0.4ポ゗ント増） 

■売上総利益率は今期46.5％（前年比0.8ポ゗ント減） 



財務状況 
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単位：百万円 貸借対照表 単位：百万円 キャッシュフロー計算書 

  
18/2月期 
第2四半期   

前年差 

 営業活動による  
3,059 3,128 

 キャッシュフロー   

 投資活動による  
△1,261 △560 

 キャッシュフロー   

 財務活動による  
△2,003 △2,994 

 キャッシュフロー   

 現金及び現金同  
△205 △425 

 等物の増減額  

 現金及び現金同  
1,525 △592 

 等物の期首残高  

 現金及び現金同  
1,320 △1,018 

 等物の期末残高  

  
18/2月期 
第2四半期   

期首差  

 流動資産  44,854 1,368 

   商品 37,902 △422 

   預け金 3,537 1,334 

 固定資産  15,609 586 

 資産合計  60,464 1,955 

 流動負債  32,206 2,203 

 固定負債  2,131 △531 

 純資産   26,127 283 

 負債・純資産合計  60,464 1,955 
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2017年度 
（2018年/2月期） 

下期重点取組み事項 



下期重点施策 

重点施策 

（1） PB改革の具現化（価値＞価格）プラ゗ス政策の見直し 

（2） 婦人靴・紳士靴のリバ゗バルプランの実行 

（3） 変化するスポーツ市場への対応 

（4） 強みの再構築 
 ① シニゕの強化 

 ② 子供靴のシェゕ拡大 

(5) Eコマース事業の確立 

■2017年度重点施策の「商品の改革」「売場の改革」「働き方の改革」を継続する中で 

 最重要施策として「商品の改革」に取り組み、中でも機能価値商品の提供、PBの改革 

 顧客ニーズへの対応を強化する 
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重点施策(1) PB改革の具現化・プライス政策の見直し 

ウエルネスラ゗ト(機能゗ンソール)

搭載モデル販売開始 

コールマン 
リブランデゖング 

スニックス(新スタ゗ル) 

販売開始 

PB改革の具現化 

プライス政策の見直し 

商品価値の向上 
1.ウエルネスライトインソールの導入 
2.革物新価格体系への挑戦 
3.機能価値の拡大 

①価格戦略 
 オープニングプラ゗ス継続、ボリュームゾーン強化 

②機能価値商品戦略 
 価格を上回る価値の実現 
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重点施策(2) 婦人靴・紳士靴のリバイバルプラン 
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課題 対応 

1.カジュゕル化対応不足 新スタ゗ルの提案、ナチュラル＆リラックスの提案 

2.シニゕマーケット対応不足 履き心地を高めた商品提案 

3.機能価値訴求対応不足 
ウエルネスラ゗ト゗ンソールの展開、 
働く女性：オフゖスパンプス 

婦人靴のリバイバルプラン 

働く女性への提案 ウエルネスラ゗ト（機能゗ンソール） 

ナチュリラ（ナチュラル＆リラックス） 

LEE 
本革使用ショートブーツ 



重点施策(2) 婦人靴・紳士靴のリバイバルプラン 
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課題 対応 

ビジネス：機能訴求、 
ビジネススタ゗ルへの対応不足 

機能別ブランドの確立（ウエルネスラ゗ト） 

商品開発力の向上、デザ゗ン・カラー展開、スタ゗ル提案 

紳士靴のリバイバルプラン 

ビジネスカジュゕルなど多様化するニーズへの提案 履き心地・軽量・屈曲・防滑・耐水 
機能性商品の拡充と訴求の強化 

マリ・クレール オム 
１０月デビュー 



重点施策(3) 変化するスポーツ市場への対応 
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ゕスレジャースタ゗ル提案 

変化するスポーツ市場への対応 

軽さと履き心地の良さの提案、訴求強化  Keds ’17FW モデルスタート  

コールマン  
リブランデゖング  

スポーテゖカジュゕルスタ゗ル 



重点施策(4) 強みの再構築 ①シニアの強化 
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団塊世代のリタ゗ゕ 
（1）消費の2極化 
（2）急速なカジュゕル化 
（3）フラットエ゗ジャー化 

■ウエルネスラ゗トの導入 
当社独自設計のインソール 
「ウエルネスライト」を 
当社PB商品へ搭載 

「履き心地、 
 使い心地の良さの追求」 
 
 
 

■コトサービス強化 
足への不安・痛みに対して 

「矯正用やウエルネス 
ラ゗ト゗ンソールで 
足の不安を改善 予防する」 
という提案 
 
 
■品揃えの見直し 
店舗・地域特性に 
合わせたMDの強化 

「新しい価値観をもった 
シニゕ商品や定番商品の 
追加と拡充」 

シニゕシフト強化゗メージ 
①拡大（ピンク） ②縮小（ブルー） 

シニアの強化 



重点施策(4) 強みの再構築 ②子供靴のシェア拡大 
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子供靴のシェゕ拡大 

売場の拡大→ゕスビーキッズの出店・ショップ゗ンショップ化、クツラ売場 
 

ジュニゕ向け商品の変化への対応 
ヒモ靴の拡大、カラー強化 

履きやすい機能性商品の拡充と訴求の強化 「IFME」との共同企画によるコラボレーションモデル 
発育サポート機能に「キト゗オン」の 

抗菌加工をプラス 



G-FOOT SHOES MARCHÉ スタート 
 
■2018年2月期 第2四半期トピックス 
① EC基盤の再構築 
  最新のIT技術・サービスに迅速に対応 
② EC物流センターのリプレイス 
  幸手新物流センターへの一元化 
③ 外部サイトの売上拡大 
  ZOZOTOWN、LOCONDOなど 
 

■2018年2月期 下期重点施策 
① ジーフットシューズマルシェの進化 
  コンテンツの拡充、決済手段・受取方法の多様化 
② ジーフットアプリとの連携強化 
  ジーフットアプリを活用した情報発信の強化 
③ 幸手ECセンターの稼働効率の最大化 
  出荷スピード向上による配送リードタイムの短縮 
④ 外部サイトの売上対策 
  マルイウェブチャネルへの出店（9月OPEN) 

重点施策(5) Ｅコマース事業の確立 
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オムニチャネル推進体制の変革 

ASBee 
Online 

GB 
Online 

ASK 
Online 

FC 
Online 

PB  
ショップ 

NBとの 
相互リンク 

追加予定
2017年下期 

 
 



2018年2月期 下期出店計画 

4店舗
以上 

1店舗
以上 

4店舗
以上 

1店舗
以上 

2店舗
以上 

その他 1店舗
以上 

AS松本店  
9月16日OPEN 

出退店計画 
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■既存店の改善対策を集中的に実施、下期の出店を抑制 

ASK神戸南店  
9月16日OPEN 

GB豊田店  
9月1日OPEN 

出店 退店 

13店舗以上 8店舗計画 

2018年2月期 下期出退店計画 

ゕスビーフゔムかみしんプラザ 

 9月15日OPEN 



新業態 
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業態 新業態 

新
業
態 

 

Trading Post 

WHITE LABEL 

(トレーディングポスト 

ホワイトレーベル) 

天神VIORO店 

 

   9/15OPEN 

 

 
 

INVITO 
(インビト) 

  トリエ京王調布店 
     

    9/29OPEN 
 
 



2018年2月期 業績予想 
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単位：百万円 

 予想 中間 期末 年間 

１株当たり配当金(円）  10円/株 10円/株 20円/株 

2017年2月期実績 10円/株 10円/株 20円/株 

  年間 前年比 

 営業収益  100,000 97.8％ 

 営業利益  3,000 59.9％ 

 経常利益  3,000 59.6％ 

 当期純利益  1,350 50.3％ 

 １株当たり当期純利益 31.75円/株  31.28円減 
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本資料の作成にあたり、当社は当社が⼊⼿可能な情報の正確性や完全性に依拠し、前提としています
が、その正確性あるいは完全性について、当社は何ら表明及び保証するものではありません。 
また、将来に関する記述が含まれている場合がありますが、実際の業績は様々なリスクや不確定要素
に左右され、将来に関する記述に明⽰⼜は黙⽰された予想とは⼤幅に異なる場合があります。した
がって、将来予想に関する記述に全⾯的に依拠することのないようご注意ください。 
本資料及びその記載内容について、当社の書⾯による事前の同意なしに、第三者が、その他の⽬的で
公開⼜は利⽤することはできません。 


